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○３月８日～ 

 

 株価と仮想通貨は今月になって調整に入ったように見えます。 

最近は為替と日本株の動きは連動しなくなっているので、大きな株価暴落でも円高リスク

は低くなっています。米国の長期金利の上昇がドル高の要因になっていくのでしょうか。 

ＮＹダウがまだ堅調なので、為替市場のリスク回避的な雰囲気はまだありません。 

先週末は米国の雇用統計が良かったことで株価も戻してきました。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１０８円台後半まで大きく値を伸ばしました。 

月足、週足の抵抗あたりまできているため短期的には反落リスクもありますが中長期的に

はドル高・円安の流れが続く可能性があります。押し目買いを狙いたいです。 

下値は、１０６円を維持できれば堅調な動きが期待できそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も堅調な動きが続いていますがユーロやポンドはドルに対して崩れてきているの

で、調整入りの可能性もあります。 

ドル／円が調整入りとなれば大きく下げる動きが出るかもしれないので、取引しているペ

ア以外の動きにも注意したいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１月貿易収支、１０－１２月期ＧＤＰ（改定値）などがあります。 

米国では２月消費者物価指数、前週分新規失業保険申請件数、３月ミシガン大学消費者態

度指数などが発表されます。 

欧州では、ドイツとユーロ圏で１月鉱工業生産、ドイツでは２月消費者物価指数、ユーロ

圏では１０－１２月期ＧＤＰ（確定値）、ＥＣＢ政策金利発表、ラガルドＥＣＢ総裁定例会

見などがあります。 

ほかには、カナダで政策金利、英国で１月ＧＤＰの発表などがあります。  


